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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月14日(2008.5.14)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポサコナゾール、リン脂質、熱保護剤、および緩衝システムを含む、処方物。
【請求項２】
水をさらに含む、請求項１に記載の処方物。
【請求項３】
前記処方物がオートクレーブによって滅菌されている、請求項２に記載の処方物。
【請求項４】
前記処方物が照射によって滅菌されている、請求項２に記載の処方物。
【請求項５】
前記緩衝システムにリン酸ナトリウムが含まれる、請求項１に記載の処方物。
【請求項６】
前記緩衝システムに有機緩衝液が含まれる、請求項１に記載の処方物。
【請求項７】
前記緩衝システムに、ヒスチジン、クエン酸、グリシン、クエン酸ナトリウム、硫酸アン
モニウム、または酢酸のうちの少なくとも１つが含まれる、請求項１に記載の処方物。
【請求項８】
前記緩衝システムが、ｐＨを約６．４から約７．６に維持する、請求項１に記載の処方物
。
【請求項９】
前記リン脂質に１－パルミトイル－２－オレオイル－ｓｎ－グリセロ－３－ホスホコリン
（ＰＯＰＣ）が含まれる、請求項１に記載の処方物。
【請求項１０】
前記熱保護剤にトレハロースが含まれる、請求項１に記載の処方物。
【請求項１１】
前記リン脂質に１－パルミトイル－２－オレオイル－ｓｎ－グリセロ－３－ホスホコリン
（ＰＯＰＣ）が含まれ、前記熱保護剤にトレハロースが含まれ、そして前記緩衝システム
にリン酸ナトリウムが含まれる、請求項２に記載の処方物。
【請求項１２】
前記ポサコナゾールは、中央値が約１．２ミクロンと約４．５ミクロンとの間の粒度分布
を有しており、約３０００個以下の粒子が１０ミクロン以上の大きさであり、そして約３
００個以下の粒子が２５ミクロン以上の大きさである、請求項１に記載の処方物。
【請求項１３】
前記処方物の成分に以下：
　　　成分　　　　　　　　　　　　　濃度範囲
　　　ポサコナゾール　　　　　　　　約５０ｍｇ／ｍｌ
　　　ＰＯＰＣ　　　　　　　　　　　約４０ｍｇ／ｍｌ
　　　リン酸一ナトリウム一水和物　　０．３４５ｍｇ／ｍｌ
　　　ＵＳＰ
　　　リン酸二ナトリウム無水物　　　１．０６５
　　　ＵＳＰ
　　　トレハロース　　　　　　　　　２５０ｍｇ／ｍｌ
　　　注射用水、ＵＳＰ　適量加えて　１ｍｌ
が含まれている、請求項１１に記載の処方物。
【請求項１４】
抗酸化剤をさらに含む、請求項１に記載の処方物。
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【請求項１５】
リン脂質対ポサコナゾールの重量比が約１：１と約４：５との間である、請求項１に記載
の処方物。
【請求項１６】
熱保護剤対ポサコナゾールの重量比が約１：１と約６：１との間である、請求項１に記載
の処方物。
【請求項１７】
以下：
抗真菌剤；アンホテリシンＢ；デオキシコール酸アンホテリシンＢ；フルシトシン；テル
ビナフィン；抗菌剤；抗ウイルス剤；ステロイド；非ステロイド系抗炎症薬（「ＮＳＡＩ
Ｄ」）；化学療法薬；および制吐剤からなる群の１つ以上より選択される第２の活性成分
をさらに含む、請求項１、９、１０、１１および１３のいずれか一項に記載の処方物。
【請求項１８】
前記処方物が凍結乾燥に供されている、請求項１に記載の処方物。
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